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地域の⽊材を活⽤する際に⼼がけていること

①⽊材⽣産者や施⼯者との対話

②専⾨家からの⽀援

庁舎建設プロジェクトにおける⽊活協の技術⽀援における⽊材ワークショップ
発注者・⽊材⽣産者・設計者が⼀堂に会した

乾燥とヤング係数打⾳計測
についての講習
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防耐⽕計画は、平⾯計画・構造計画と同時並⾏で⾏う。
どの種別にするか⻑短所を踏まえて決定する。

防耐⽕計画の想定

各防耐⽕種別のイメージ

⼀般製材を活かす

✓⾒込み⽣産により市場に⼀般流通している製材。

✓サイズは地域によって多少異なるが、概ね以下。
・⻑さ︓ 2000、3000、（3650）、4000、6000㎜
・幅 ︓105か120㎜のみ
・成 ︓スギ製材 105、120……240㎜くらい

ヒノキ製材 105⾓か120⾓（⼟台⽤）
ベイマツ製材 105、120……360㎜くらい

（集成材 105、120……450㎜くらい）
※オウシュウアカマツ、ホワイトウッド、ベイマツ等の外国産材

⼀般製材
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滋賀県林業会館
滋賀県⼤津市 2021年

⽊造住宅の延⻑で事務所をつくる

設計監理︓宮村太設計⼯房
構造設計︓⼭⽥憲明構造設計事務所
施⼯ ︓坂⽥⼯務店

事務室の３間(5.46ｍ)スパンを⽀える２階床構造
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ポーチの４間(7.28ｍ)スパンを⽀える屋根構造

・・
・・

・・
・・

荷重（押す⼒）

束で引張る

剪断⼒︓ビス⽌めで伝達

⼤会議室の６間(10.92ｍ)スパンを⽀える屋根構造
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あわくら会館
岡⼭県⻄粟倉村 2021年

村産材と構造技術を駆使して
庁舎と図書館をつくる

設計監理︓アルセッド建築研究所
構造設計︓⼭⽥憲明構造設計事務所
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⽊材調達の⼯夫
・構造材、板材は分離発注で村が施⼯者に⽀給。
その他の材は、村産材の最⼤活⽤を施⼯者に要請。

・⽊材コーディネータが⼊って、⽊材供給と設計・施⼯を調整。

設計の⼯夫
・⽴⽊径に合わせた構造部材サイズの設定
・⼩さい⽊材で⼤空間・耐震性を実現する構造技術
（格⼦耐⼒壁、張弦梁、サスペントラス等）の開発

村産材活⽤のために

撮影︓ヴィブラフォト 浅⽥美浩
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撮影︓ヴィブラフォト 浅⽥美浩

撮影︓ヴィブラフォト 浅⽥美浩

昭和電⼯（⼤分県⽴）武道スポーツセンター
⼤分県⼤分市 2019年

⼀般スギ製材で70mスパンに挑む

設計監理 ︓⽯本建築事務所
屋根架構設計︓⼭⽥憲明構造設計事務所
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•所在地 ⼤分県⼤分市
•建築主 ⼤分県
•設計監理 ⽯本建築事務所
•屋根架構設計 ⼭⽥憲明構造設計事務所
•施⼯者 フジタ・末宗組特定建設⼯事
• 共同企業体
•建物規模 延床⾯積 16,126㎡
• 階数 地上3階 地下1階
•主要⽤途 体育館
•主要構造 RC+W+S、直接基礎
•竣⼯ 2019年

メイン競技場
約70ｍ×100ｍの無柱空間

武道場
約30ｍ×100ｍの無柱空間

配置図

メイン競技場

武道場

東⻄⽅向断⾯図

メイン競技場の南北⽅向断⾯図

100m

70m

ガラスカーテンウォール

メイン競技場 2F 平⾯図
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上弦材︓区分Ⅰ

下弦材︓区分Ⅱ
束材(⼀般部)︓区分Ⅰ

束材(⻑材部)︓区分Ⅲ

区分Ⅰ︓E4.9〜6.4kN/㎟、D20
区分Ⅱ︓E6.4〜 kN/㎟、D15
区分Ⅲ︓E6.4〜 kN/㎟、D20
区分Ⅳ︓E3.9〜5.9kN/㎟、D20

⺟屋材︓区分Ⅳ

鉛直⼒に対しては⽊材は圧縮軸⼒しか⽣じない
→ディテールの簡素化
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②下弦材同⼠の圧縮軸⼒
→⽊⼝⾯の⽀圧
⇒ボルト本数を減らす

③丸鋼ブレースの引張軸⼒
→１本の⾼⼒ボルト＋プレートを分ける
⇒ブレース⾓度追従が可能、ディテールの統⼀

①⽊材をＨ型に束ねる
⇒２⽅向に座屈させにくくする

束材120×240
下弦材120×240×3材

⾼⼒ボルト1-M20

連結プレート
PL-9×100×2列

中ボルト2-M20

軸ブレースM20
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⼤径製材を活かす

背景①
戦後植林された⼈⼯林の⼤径⽴⽊が有効利⽤されていない

背景②
公共建築物の軸組には

⼤断⾯集成材か⼩中断⾯材しか使われていない

背景③
⼤径製材の乾燥技術にはまだまだ課題が多い

■最⼤⼨法
スギおよびヒノキ
300×390×9.5ｍ
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⼤径製材の

Ａ．乾燥技術の開発
＋

Ｂ．規格⼨法の整理
＋

Ｃ．汎⽤性のある構造技術の開発

⼤径製材を普及させ
⼤径⽴⽊の有効利⽤を実現

Ａ．乾燥技術の開発 とノウハウの普及 → 仲間を増やして全国的な流通へ

Ｂ．サイズの整理によって在庫を持つ → 調達コストと期間の圧縮

Ｃ．汎⽤性のある構造技術の開発
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須賀川市⽴第三中学校体育館（2014）

格⼦壁と重ね梁の採⽤事例（荒川⽊材店道作⼯場事務所、2014年）

新しい試み 有開⼝耐⼒フレームの構成
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流通材と耐⼒壁でつくる⼀般的な構造

・柱本数が多く使い勝⼿が悪い
・全⾯耐⼒壁によって外壁が閉鎖的
・内部にも耐⼒壁が多く必要でフレキシビリティが低い

⼤径JAS製材の耐⼒フレームによる構造

・柱本数が少なく使い勝⼿がよい
・有開⼝フレームによって外壁が開放的
・内部にも耐⼒壁が少なくできフレキシビリティが⾼い

わかたけ保育園
熊本県⽔俣市 2016年

保育園で⽊構造をあらわしにする

設計監理︓篠計画⼯房
構造設計︓⼭⽥憲明構造設計事務所

条件
─延床685㎡、⽊造２階建ての保育園

→床⾯積200㎡超で内装制限
→壁・天井⾯の⽊材⾒付⾯積は1/10以下に制限
→⽊構造をあらわしにしにくい、内装に⽊材を使いにくい

─⽔俣の森の⽊（スギ、ヒノキ）を構造材に
─外壁は調質性と蓄熱性を期待して⼟塗壁に
↓
コンセプト・デザイン
─Ｓ26年別棟通達を⽤いて建物を5棟に分けて保育室と遊戯室を200㎡以下に

→内装制限を除外
→耐⽕部分は被覆型の耐⽕⽊造を採⽤

─化粧あらわしとを前提とした架構デザイン
─⼟塗壁を耐⼒壁に利⽤

構想
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被覆型耐⽕⽊造

保育室
保育室

遊戯室

⼭⼝保彦さん
☆⽔俣市の個⼈林業家
☆おひとりで植樹・育林・伐採
製材・乾燥・含⽔率管理
までこなす

☆ヒノキとスギの⼤径・⻑材を
提供していただいた
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撮影︓畑亮 撮影︓畑亮

丸太材の可能性

上勝ゼロ・ウェイストセンター
徳島県上勝町 2020年

空間に合わせて形態変化させる
丸太材の構造

設計監理︓中村拓志＋NAP建築設計事務所
構造設計︓⼭⽥憲明構造設計事務所
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「ゼロ・ウェイスト宣⾔」

未来の子供たちにきれいな空気やおいしい水、豊かな大地を継承するため、

2020年までに上勝町のゴミをゼロにすることを決意し、上勝町ゴミゼロ（ゼロ・ウェイスト）を宣言します

１ 地球を汚さない人づくりに努めます。

２ ゴミの再利用・再資源化を進め、2020年までに焼却・埋め立て処分をなくす最善の努力をします。

３ 地球環境をよくするため世界中に多くの仲間をつくります！

平成15年9月19日

徳島県勝浦郡上勝町
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撮影︓藤井浩司（TOREAL）

撮影︓藤井浩司（TOREAL）
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